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『
声
の
広
報
』
は
、
目
の
不
自
由

な
方
の
た
め
に
、
「
録
音
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ひ
び
き
」
の
ご
協
力
に
よ
り
、

広
報
紙
の
内
容
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

や
Ｃ
Ｄ
に
録
音
し
た
も
の
で
す
。
ご

家
族
や
お
知
り
合
い
に
必
要
な
方
が

い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。

【
貸
出
し
に
つ
い
て
】

▼
形
式
　
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
Ｃ
Ｄ

▼
発
送
時
期
　
月
末（
最
新
号
の
み
）

※
過
去
の
号
は
、
図
書
館
で
貸
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
発
送
方
法
　
郵
送
（
第
四
種
郵
便

物
）

▼
貸
出
期
間
　
約
１
か
月
程
度

▼
利
用
料
　
無
料

※
貸
出
し
は
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
Ｃ

Ｄ
の
み
で
す
。

問
　
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
７

　
『
声
の
広
報
』
の
作
成
に
協
力
を

さ
れ
て
い
る
「
録
音
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ひ
び
き
」
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

▼
主
な
活
動
に
つ
い
て

・
月
２
回
（
月
末
）

・
『
声
の
広
報
』
の
録
音

問
　
録
音
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
び
き

代
表
　
小
林
　
☎
（
61
）
０
６
０
６

声
の
広
報
　
利
用
の
流
れ

○
電
話
ま
た
は
、
役
場
３
階
窓
口

（
政
策
課
）
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

○
翌
月
号
に
町
か
ら
声
の
広
報

（
最
新
号
）
を
郵
送
し
ま
す
。

○
利
用
後
は
、
町
役
場
本
庁
舎
ま

た
は
、
国
府
支
所
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

　
身
体
障
が
い
者
同
士
が
互
い
に
助

け
合
い
、協
力
し
合
い
な
が
ら
社
会

参
加
を
図
り
、福
祉
の
向
上
を
め
ざ

し
ま
す
。

【
大
磯
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
】

▼
活
動
内
容

　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参

加
や
歩
行
訓
練
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
す
ば
る
」
内
で
「
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン

よ
こ
み
ぞ
」
と
い
う
喫
茶
を
運
営
し

て
い
ま
す
。

▼
発
足
の
経
緯

　
身
体
に
障
が
い
を
持
っ
た
方
に

よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
団
体
で
す
。

障
が
い
者
は
福
祉
制
度
や
、
障
が
い

に
関
す
る
悩
み
な
ど
誰
に
相
談
し
て

良
い
か
分
か
ら
な
い
中
で
生
活
を
し

て
お
り
、
な
か
な
か
社
会
に
で
て
い

く
こ
と
が
困
難
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
障
が
い
者
同
士
で
連
携

を
図
り
、
互
い
の
悩
み
相
談
や
会
員

同
士
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
身
体
障
が
い
者

が
社
会
に
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
目
指
す
団
体
と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。

▼
会
員
数
　
40
人（
賛
助
会
員
含
む
）

問
　
会
長
　
寺
澤
　
弘
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
61
）４
３
１
２

　
知
的
障
が
い
や
発
達
障
が
い
を
持
つ
人
た
ち
が
、地
域
で
あ
た
り
ま
え
の

自
由
で
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
願
い
の
実
現
の
た
め
に
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

【
大
磯
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
】

▼
活
動
内
容

　
知
的
障
が
い
児
者
の
生
活
に
関
わ
る
施
策
に
つ
い
て
の
研
修
や
啓
発
運

動
、
本
人
の
活
動
へ
の
協
力
と
権
利
擁
護
の
活
動
、
ま
た
、
会
員
同
士
で
悩

み
を
話
し
合
い
、
相
談
を
し
て
い
ま
す
。
仲
間
が
い
る
こ
と
で
、
勇
気
が
出

ま
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
企
画
し
、
地
域
の
障
が
い
児
者
や
家
族

に
呼
び
か
け
、
共
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
行
政
、
諸
団
体
、
個
人
の
方
た
ち

と
協
力
し
て
、
地
域
の
活
動
や
全
国
的
な
諸
課
題
へ
の
取
組
み
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

▼
会
員
数
　
10
人
（
活
動
は
会
員
以
外
に
も
呼
び
か
け
、
多
く
の
方
が
参
加

し
て
い
ま
す
。）

問
　
会
長
　
野
口
　
富
美
子
　
☎
０
８
０
（
３
７
０
０
）
４
１
６
６

　
本
会
は
正
し
い
精
神
保
健
思
想
の
普
及
啓
発
に

努
め
、
家
族
間
の
親
睦
を
図
り
、
精
神
障
が
い
者

の
家
族
及
び
社
会
を
明
る
く
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

【
湘
南
あ
ゆ
み
会
】

▼
活
動
内
容

　
・
世
話
人
会
及
び
会
報
発
行
（
毎
月
）

　
・
家
族
に
よ
る
家
族
学
習
会
開
催
（
全
5
回
）

　
・
サ
ロ
ン
あ
ゆ
み
開
催
（
毎
月
）

　
・
月
1
回
の
定
例
会
（
家
族
交
流
会
、
施
設
見

　
　
学
、
家
族
会
研
修
旅
行
等
）

▼
会
員
数
　
30
人
程
度

問
　
大
磯
町
世
話
人
　
小
泉
　
智
子

　
☎（
62
）１
０
６
６

　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
自
立
に
向
け
た
生
活
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、誰
も
が
住
み
や
す
い
大
磯
町

を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
Ｎ
Ｏ
Ｉ
Ｘ
の
会
】

▼
活
動
内
容

　
町
や
関
係
団
体
と
の
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
福
祉

シ
ョ
ッ
プ
開
設
運
営
、
横
溝
千
鶴
子
記
念
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
大
磯
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
会
発

足
運
営
（
現
在
の
ぱ
れ
っ
と
）
に
関
わ
り
、
ま
た
、

就
学
前
を
中
心
に
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
集
い

や
、
あ
そ
び
、
親
の
語
ら
い
の
場
の
提
供
と
し
て
、

「
親
子
あ
そ
び
の
会
」
を
主
催
し
て
き
ま
し
た
。

▼
会
員
数
　
５
人

問
　
代
表
者
　
二
宮
　
明
子
　
☎（
71
）２
７
９
０

●
障
害
者
週
間
は

　
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
と

同
時
に
、
障
が
い
者
が
今
ま
で
以
上

に
社
会
、
経
済
、
文
化
、
そ
の
他
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に

参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
地
域
の
中
で
支
え
合
い
、
共
に

生
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
障
が
い
者
が
地
域
で
暮
ら
す
場
所

と
し
て
は
自
宅
の
他
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
の
人

々
で
支
え
合
う
環
境
づ
く
り
に
ご
理

解
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
大
磯
町
横
溝
千
鶴
子
記

念
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

と
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
４
団

体
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
目
的
　
「
障
が
い
者
の
支
援
と
自

立
更
生
の
た
め
に
」
と
い
う
理
念
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

12月３日～９日は
障害者週間です

も
と
に
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
や

介
護
者
の
方
々
に
、
総
合
的
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
拠
点
と
し
て
、

ま
た
障
が
い
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

地
域
の
方
々
と
の
交
流
拠
点
と
し
て

設
置
し
ま
し
た
。

▼
主
な
事
業

【
総
合
相
談
窓
口
】
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
の
自
立
し
た
地
域
生
活
を
支

援
す
る
た
め
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
と
の

調
整
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
10
月
に
関
係
団
体
と

協
力
し
、
「
横
溝
記
念
ま
つ
り
」
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

【
行
政
窓
口
】
各
障
害
者
手
帳
の
申

請
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

手
続
き
の
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
開
庁
日
　
月
～
土
（
日
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）
　
８
時
30
分
～
17

時
15
分

▼
と
こ
ろ
　
国
府
本
郷
１
１
９
６

問
　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
☎（
73
）

４
５
３
０

広
報

紙
の
情
報
を

　
　
　
　
　
　「
声
」で
お
届
け
し
ま
す

耳
で〝
聴
く
〟広
報『
声
の
広
報
』

大
磯
町
横
溝
千
鶴
子
記
念

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

私たちのまわりには障がいが原因で、
支援を必要とする方がいます。

大磯町
横溝千鶴子記念
障害福祉センター

国府小
●

城山公園

●国府支所

●平塚学園
　グラウンド

●旧吉田邸

大磯署●

大磯ロングビーチ●

プリンスホテル
●

真勝寺
●

西長院
●

県
道
相
模
原
大
磯
線 東海道本線

西湘バイパス大磯西インター
相模湾

国道 1号線

▲ティーサロンよこみぞ

▲勉強会の様子

▲農作業をしている様子


